
桑名ブランドマスタープラン

住吉地区及び七里の渡し周辺のまちづくり事業

桑名ブランド協議会

2020 年 3 月



　桑名ブランド協議会は、桑名市ブランド推進委員会におけるまちづくり

ビジョンの議論に基づき、住吉地区及び七里の渡し周辺の魅力や価値

を向上させることを目指して、2018 年 12 月 4 日に民間有志により設立

した任意団体です。このエリアで戦略的に事業展開し、地域の活性化

に資することを目的としています。

　昨今、全国各地でエリアマネジメントをはじめとした民間主体のまちづくり

が活発になっています。まちづくりにおける課題は地域事情によって異なり、

画一的な手法では最適な解決方法が見出せません。実効性の

高いまちづくり活動を推進するには、地域特有の課題を洗い出し、地域

特性に応じて解決する独自の手法が求められていると考えます。

　本会は、地域に根差した民間事業者の視点でまちづくりを考え、地域

の資源を有効に活用し、行政や地域住民ならびに団体や企業の皆様と協

働して住吉地区及び七里の渡し周辺の活性化に取り組んでまいります。

令和 2年 3月 31 日

桑名ブランド協議会

会長　佐藤　強

桑名ブランド協議会について 桑名ブランドマスタープランについて

　桑名ブランドマスタープランとは、桑名市の歴史や文化が色濃く残って

いる住吉地区及び七里の渡し周辺にフォーカスし、このエリアを観光目的地

及び市民の憩いの街として活性化させるための課題と解決の方向性を

まとめたものです。

　まちづくり活動においては、行政・地域住民・団体・企業の皆様との

連携が不可欠です。この桑名ブランドマスタープランをまちづくりのひとつ

の案として関係する皆様と共有させていただき、足並みを揃えて具体的

な解決施策をともに考え実行してまいりたいと考えます。
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

住吉地区及び七里の渡し周辺の

ブランディング

現状の問題点

取り組みの方向性

マスタープラン の役割

まちの集客力が弱い、目的となるコンテンツが少ない、観光客の受け入れ環境が不十分

魅力ある“稼げるまち”づくり ➡ まちのブランディング

持続的なブランディングを推進する仕組みの創造

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

観
光
客
や
来
街
者
の
増
加

ソフト対策

ハード対策

意識改革

具現化する仕組み

事業者（地域内）に向けて 観光客（地域外）に向けて

1

- 方向性 -



桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

取り組みの方向性

ソフト
対策

ハード
対策

ソフト・ハード両方に対して事業を展開していく

意識改革

桑 名 ほ ん ぱくを 軸 にまち づくりを 展 開

ほんぱくを活用して、まちのブランディングに寄与する事業の選定と検証をおこなう

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

観光客に向けた情報発信が不十分で集客の機会を喪失している現状

対策

現状

対策

現状

対策

現状

対策

現状

対策

現状

対策

現状

対策

現状

対策

現状

対策

現状

対策

観光客が求める情報を発信する仕組みを整え来街と回遊を促す

観光営業の取り組みが不十分で潜在顧客を取りこぼしている

戦略的な集客活動により潜在顧客を掘り起こし来街者を増加させる

観光に対する意識や意欲が低く、観光目的地として成立していない

おもてなし意識を醸成し、市民一体となって観光の産業化に取り組む

体験コンテンツが不足しており観光目的地としての魅力に乏しい

いつでも楽しめる体験コンテンツ群を開発し、魅力を再構築する

魅力的な桑名土産が不足しており観光客の期待を裏切っている

観光客の期待に応えられる”売れる桑名土産”の開発を推進する

観光客が利用する商業機能が不足しており、まちを回遊できない

エリア内をストレスなく連鎖的に回遊できる商業機能を整備する

歴史的価値があり訴求性の高い”伊勢国の玄関口ブランド”が活用されていない

伊勢国の玄関口・桑名宿のイメージで統一した空間にリノベーションする

駅から遠くアクセスが不便なため、来街の障害となっている

駅からの移動手段や駐車場などの来街の利便性を改善する

憩い・体験する空間の魅力や満足度のクオリティが低く利用者が少ない

既存施設の機能やサービスを改善し、利用者の満足度を向上させる

水郷のまちという強みを活かせていない

水辺空間の整備による魅力の向上と安心・安全なまちづくりを実現

具体化するための仕組み

コンセプト ブランドイメージ まちの将来像

魅力ある“稼げるまち”づくり

まちのブランディング
桑名宿の再構築 伊勢国の玄関口

来るたびに、いろんなお店を思わずハシゴしてしまう、

桑名らしいコンテンツが散りばめられた回遊性の高い楽しい宿場町

都市再生推進法人の創設

エリアマネジメントを実施する 行政・民間・地域団体・市民が連携・協力する

資金確保の仕組み（まちづくりファンド）の導入

公共空間でも稼げる

まちづくりの実現に向けた制度活用

これからの桑名のために、観光振興の必要性を自分事として
理解し 、観光客の目線でまちの改善に取り組もうとする意識改革
なしに、まちは変わらない。
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

戦略的な集客活動により潜在顧客を掘り起こし来街者を増加させる

おもてなし意識を醸成し、市民一体となって観光の産業化に取り組む

いつでも楽しめる体験コンテンツ群を開発し、魅力を再構築する

観光客の期待に応えられる”売れる桑名土産”の開発を推進する

観光情報の集約と発信拠点の整備

・桑名観光の全てがわかるインターネット上の情報発信拠点を整備する。

・来街を喚起させるような編集能力を備えたローカルメディアとして体制を構築する。

・官民の得意分野や情報を総動員して ” 刈り取る ” 営業活動を展開する。

・旅行会社やメディアに対しストーリー性のある提案型営業を継続的に推進する。

・特定の地域や国・観光地・送客機能ごとにターゲットを絞り込み効率的な営業
活動展開する。

・旅行行程をイメージさせるストーリー性のある提案型営業を推進する。

・観光振興の必要性の理解やおもてなし意欲の醸成を目的とした意識改革プログ
ラムを実施する。

・『すぐそばにたくさんの観光客が来ている恵まれた環境である』ことの気づき
から観光振興の機運を高める。

・有志による『SNS おもてなしコンシェルジュ』を結成し市民参加型のお客様サ
ポートを提供する。

・石取祭、花火大会、灯街道などのイベントに観光客向けのプログラムを追加して
新たな来街動機を提供する。

・和服を着て、提灯を持って、お猪口をもって、エリアを回遊すると割引・特典
のサービスを実施する。

・各商業施設が必ず “ 次の一店 ” をお勧めして回遊を促す『はしご酒キャンペーン』
を推進する。

・パッケージデザイン、内容量、価格、ストーリーなど観光地の土産物としての
最適化を図る。

・特産品や定番品のアレンジ、伝統工芸や文化の土産物化など、魅力的な桑名
土産の拡充を推進する。

・すべての土産物情報が集まる情報発信の場を設け、桑名ブランドの訴求と各商
品の販売を支援する。

・桑名の体験コンテンツの総称を『桑名ほんぱく』とし、いつでもどこかで体験
できる『桑名ほんぱく』に改変してコンテンツ力の強化を図る。

・コンテンツの開発や PR の支援、コンテンツの質や量の充実など、観光客にも
参加店舗にも利益ある運営スキームを構築する。

・鋳物、芸妓、萬古焼、連鶴、石取祭等の伝統文化を題材とするコンテンツ化
を推進し、桑名らしさの充実と同時に伝統文化の保全に貢献する。

・すべての案内所が同レベルの情報提供と接遇ができる教育を実施し機能強化を図る。

・桑名オフィシャルのおもてなしサービス機能として広く認知させその役割を果たす。

官民連携の観光営業部隊の設立

意識改革プログラムの実施

桑名ほんぱくの改革

イベントの改革

土産物の改善

観光案内所及び桑名まちかど観光案内所の強化

ターゲットを絞り込んだ提案型営業

おもてなしサービスの推進

回遊促進プログラムの推進

桑名土産の販売促進

- ソフト対策による観光コンテンツの整備 -

観光客が求める情報を発信する仕組みを整え来街と回遊を促す1 4

5
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

エリア内をストレスなく連鎖的に回遊できる商業機能を整備する

伊勢国の玄関口・桑名宿のイメージで統一した空間にリノベーションする

駅からの移動手段や駐車場などの来街の利便性を改善する

既存施設の機能やサービスを改善し、利用者の満足度を向上させる

水辺空間の整備による魅力の向上と安心・安全なまちづくりを実現

・ホテル内の商業機能がまちに点在するような、特定のエリアでホテル機能を
充足するまちづくりを推進する。

・宿泊利用者をターゲットとした計画的な不足機能の整備と既存機能の改善を図る。

・サービス事業者が参画しやすいように資金面や経営面での支援制度を整備する。

・統一感のある灯篭、提灯、街燈などを用いて街路や建物ファサードなどのまち
なみを演出する。

・電柱の地中埋設による景観の改善や、統一感のある街路のサインやインフォメー
ションを整備する。

・伊勢神宮を拝む遥拝所を設置し、伊勢神宮を感じさせる演出と ” 拝む ” 体験イ
ベントを提供する。

・シェアサイクルの導入により、観光拠点間における移動の利便性を向上する。

・バスの増便や路線変更、AI バスの導入などにより、バス利用者の利便性を改善する。

・人力車、トゥクトゥク、小型 EV などによるアトラクション性のある移動手段を整備する。

・集中共用駐車場を整備してバレーパーキングサービスを提供する。

・公共駐車場を 24 時間営業とし夜間利用を可能にする。

まちのホテル化による商業機能の整備

まちなみの景観演出

駅からの交通の利便性向上

伊勢神宮を感じさせる演出

車利用者の利便性向上

・七里の渡し公園や揖斐川遊歩道などの水辺公共空間の民間利用によってまち
の賑わいを創出する。

・住吉浦および七里の渡し跡からのびる堀の水質改善と景観整備を推進する。

・舟運を再構築し、コンテンツの充実とエリア内の回遊性を高めつつ、交通の
利便性向上を図る。

・水辺空間の整備を推進することでエリア全体の防災機能を向上し、安心・安
全なまちづくりを進める。

・石取会館や六華苑などを “ 旅行者が必ず立ち寄る ” 桑名のおすすめコンテ
ンツとして改善する。

・蟠龍櫓を本多忠勝情報館としてリニューアルし、新たな観光コンテンツとし
て活用する。

・石取祭祭車の保管倉庫を利用した回遊型まちなかミュージアムを展開する。

文化施設の改善

水郷のまちなみ整備

1 4

3

2

5

- ハード対策による観光基盤の整備 -
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

- ほんぱく事業の改革 -

ほんぱくの現状

・開催期間が限定的（約2～３ヶ月）

・行政主導の運営にとどまっている

・有効活用できる可能性が残っている

ほんぱくの改革により

コンテンツを

増やせる

いつでも

楽しめる

ブランディング

を進められる

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
希
望
者

桑名ブランド協議会

ほんぱくの仕組み

まちづくりファンド資金

助言 審査

桑名の「本物」を活かし、
育てる場とする

応募

桑
名
ほ
ん
ぱ
く
の
改
革
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

創業・商品化

エリアの発展

・新規事業者の創業を支援する

・新商品を開発する

・商品の物販を促進する

・伝統文化を題材とするコンテ      

  ンツ化を推進する

・

・

・
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

①エリアマネジメント型 まちづくりファンド

地域金融機関
桑名ブランド協議会に
よるまちづくりファンド

審査機関

LLP
（有限責任事業組合）

又は

LPS
（投資事業有限責任組合）

出資

融資

民都機構

出資

配当・償還

配当・償還
投資

承認

・文化発信拠点施設の整備

・舟運事業

・飲食店舗開業支援資金

・宿泊施設整備資金

・街並み景観の整備

配当・償還

民
間
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
行
う
者

・空き家リノベーションや創業支援等のまちづくり事業を連鎖的に進めるため、

民都機構と地域金融機関が連携してまちづくりファンドを立ち上げ、当該事業に対して出資・融資によって支援する仕組みを構築する

観光事業

にあてる

資金がない

※民間まちづくり事業を行う者は複数を対象にする

- まちづくりファンドの導入 -

導入されるまちづくりファンドの仕組み

だから

体験コンテンツが不足している

魅力的な桑名土産が不足している

商業機能が不足しており、まちを回遊できない

アクセスが不便なため、来街の障害となっている

体験コンテンツ群を開発し、魅力を再構築する

”売れる桑名土産”の開発を推進する

連鎖的に回遊できる商業機能を整備する

移動手段や駐車場などの来街の利便性を改善する

主としてハード整備事業

現状と課題

まちづくりに役に立つ事業に

資金を支援する

ほんぱくを軸としたまちづくり

まちづくりファンド
の設立

・

・

・
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

審査機関

承認

民
間
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
行
う
者

主としてソフト整備事業

②クラウドファンディング型 まちづくりファンド

市町村

個人等

桑名ブランド協議会

（都市再生推進法人）による

まちづくりファンド

桑名ブランド協議会による

クラウドファンディング

資金拠出

民都機構

資金提供

資金拠出

公募選定・助成

・情報発信システムの作成

・ほんぱくコンテンツの強化

・地域イベントの強化連携

・桑名土産の開発

・土産物の販売促進への支援

助成

・広く個人等の賛同を頂ける魅力的な「住民等によるまちづくり事業」を支援するため、民都機構と市町村の資金拠出により

まちづくりファンドを立ち上げ、当該事業に対して資金面で助成をおこなう。

※まちづくり会社などがクラウドファンディングを実施する場合

- まちづくりファンドの導入 -

導入されるまちづくりファンドの仕組み

※民間まちづくり事業を行う者は複数を対象にする

・

・

・

（市町村の基金等）

制度の特徴

都市再生推進法人等の市町村により指定されたまちづくり会社であること

都市再生推進法人とは

都市再生特別措置法に基づき、まちづくりを担う法人として、市町村が指定するもの
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

…周遊ルート

屋形船で
宴会クルーズ！

クラムバーで蛤を
手軽に堪能！

水路のデッキで
ワインで乾杯！

二日目は芝生広場の
木陰で読書！

本とお酒
贅沢な休日！

ちょい呑み
　　　はしご酒！

舟めぐりから
宿へチェックイン!

クラマトで
酔い覚まし！

桑名芸妓さんと
お座敷遊び！

地元の銭湯で
疲れを癒す！

お猪口づくり体験で
思い出作り！

1

1

6

3

7

5

4

2

2 43 5 6 7

呑み歩けるコンテンツ 夜楽しめる遊びの要素仕事を忘れてストレス発散

ペルソナの設定

観光のキーワード

40代男性

・昼からお酒を呑みたい

・地域でしか体感できない交流

・ワーケーション、働き方改革

・大人の嗜みにお金をかける

ソフト対策による街歩きマップと連鎖する体験

住吉地区街歩きマップ

- 観光客の回遊イメージ①  桑名を呑み尽くす、大人のアミューズプラン -

伝統工芸、萬古焼のお猪口

づくり体験！飲食店で1杯

サービスの特典付きで街歩

きをさらに楽しく！

舟からの眺めをのんびりと

楽しみリラックス。

宿にチェックインして夜の

部がスタート！

まだまだ呑み足りない夜

は、ちょい呑みエリアを

はしご酒。

夜更かし間違いなし！

老舗料亭で芸妓さんとのお

座敷遊びを体験。もちろん

料理は桑名の地はまぐりを

堪能！

大きな湯舟の地元の銭湯

できれいさっぱりと疲れ

を癒し、生ビールで一日を

締める！

二日酔いの朝はクラマトモー

ニングを堪能！トマトとハマグ

リエキスが二日酔いに効い

て美味しく完全復活！

今日は本を片手に呑み歩

き！ブックカフェや公園の

木陰で、本とクラフトビー

ルで過ごす贅沢な一日！

8

 属 性 

観光の特徴



桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

AR,VRの技術で昔の宿場

町や桑名城を完全再現！

歴史好きな夫婦にぴった

りな体験コンテンツ！

VRで行く！あの日の
桑名へタイムスリップ

桑名のはまぐりは欠かせ

ませんが、海の幸、川の

幸、山の幸も豊富な桑名

を食べつくす夜！

歴史あるお寺で宿坊体

験！普段は味わえない非日

常の一晩が忘れられない

旅の思い出となります！

お寺に泊まる
非日常の体験！

お得な地域コインを利

用して旅のお土産をお

買い物！

新鮮なフルーツや野菜が

ならぶ朝市を探検！フルー

ツ珈琲のモーニングを発

見して迷わず食す！

朝市で
最高のモーニング！

地域コインで
お買い物！

60代夫婦

・夫婦でお揃いの思い出作り

・ゆったりとリフレッシュしたい

・大河好きで歴史観光したい

お揃いの手作り体験 歴史や文化を体感 非日常の体験で演出

・ご当地の文化や料理に興味あり

高級希少ワインの試飲

体験！住吉の高級料亭に

出るワインを味わうことの

できる優雅なひととき！

ワイナリーで
試飲体験！

腹ごなしの散歩をしながら

足湯をめぐる！晩酌セット

付きの足湯だからついつい

はしごしてしまいます！

足湯めぐり
晩酌セット付き！

- 観光客の回遊イメージ②  夫婦でくつろぐ、非日常の１日プラン -

…周遊ルート

モーニング後に
水辺をウォーキング！

一の鳥居をくぐって
夫婦で記念撮影！

長島から舟で
アクセス！

風呂上がりにクラマト
ビールで乾杯！

大河「いだてん」の
撮影現場を聖地巡礼！！

1 32 4 5 6 7ご当地の美味を
堪能する夜！

住吉地区街歩きマップ

1

5

7

4

62

3

9

ペルソナの設定

観光のキーワード

ソフト対策による街歩きマップと連鎖する体験

 属 性 

観光の特徴



桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

…周遊ルート

- 観光客の回遊イメージ③  芸妓になりきり！SNS映え女子旅プラン -

揖斐川をバックに
壮大な１枚を！

諸戸氏邸園で
インスタ映え！

銭湯上がりの
ビアカクテル

芝生で寝転がって
ピクニック！

レンガ倉庫×着物で
思い出作り！

風情ある通りで
食べ歩き！

1 2 73 4 5 6

複数人で体験するコンテンツ 楽しく歴史や文化を感じるインスタ映えでSNS拡散

30代女性の３人組

 属 性 

観光の特徴

・カフェ巡りが大好き

・歴史探訪の旅は初心者

・友達と一緒に体験を共有したい

・思い出の写真を拡散する

着物を着ていったら割引特

典が！最新の体感映像演出

でいつのまにか桑名の城下

町に迷い込んだまち娘に！

着物でお得な
体感ミュージアム！

水辺公園で
ビアパーティ！

足水につかりながら石取

祭を鑑賞！夜通し続く祭囃

子を聴きながら、桑名の文

化を体感する！

足水から眺める
石取祭！

民泊なら大人数でも周りを

気にせず女子トークに花が

咲きます！旅の拠点として

も魅力が満載！

民泊でワイワイ
女子トーク！

伝統の桑名芸妓を体験！

芸妓姿で宿場町を歩き、

六華苑での記念撮影は

大切な旅の思い出に！

芸妓体験で
記念撮影！

ゆったりと時間がながれる

水辺カフェで、旅の思い出

を語り合ったりして過ごす

友人との大切なひととき！

水辺のカフェで
豊かなひととき！

和服レンタルで
気分UP！

和服を着て宿場町を巡

れば、インスタ映えは

間違いなし！

水辺の自然が心地よい国

営公園で、緑と水を感じな

がらビール片手に盛り上が

ろう！

住吉地区街歩きマップ

4

1

7

2

5

3

6

10

ペルソナの設定

観光のキーワード

ソフト対策による街歩きマップと連鎖する体験



桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

- まちなみの将来イメージ ハード対策を盛り込んだ将来像 -

回遊できる点在型商業機能の整備

まちに分散した宿泊機能

統一感のある街路電線類地中化

シェアサイクルAIバス

蟠龍櫓のリニューアル石取会館の再整備

舟運の再構築護岸整備

1

1

2

3

4

5

まちに分散した宿泊機能 2 外観イメージの統一 4 文化施設やサービスの改善

3 AIバス、シェアサイクルの運行5 護岸整備、舟運の再構築

ハード対策

伊勢国の玄関口・桑名宿のイメージ統一

移動手段などの来街の利便性の改善

既存施設やサービスの改善

水辺空間の整備
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桑名ブランドマスタープラン 方向性 全体概要 ソフト対策 ハード対策
ほんぱく事業

の改革

まちづくりファンド

の導入

観光客の

回遊イメージ

まちなみの

将来イメージ

道
路

境
界

線

×屋内の賑わいが遠い

道
路

境
界

線〇 屋内の賑わいを
街路空間へ滲み出す

♪
♪

歩道側：
ガラス張り

テラス席など

20% 20% 30% 30%

木調と石調の折衷

忠勝ブラック

ジョサイア・ブラウン

4種混色ブラウン

老朽化した建物は2階が本多忠勝の兜を
連想させる「黒色」の外壁材で統一

デザイン展開例屋内外の賑わいの折衷

江戸時代：桑名藩初代藩主より

明治・大正時代：六華苑の折衷建築より

素材の折衷

- まちなみの将来イメージ エリアの象徴的なデザイン要素-

時代の折衷

Tadakatsu-black

CMYK:0,0,0,100

RGB:0,0,0

DIC-582

CMYK:0,15,26,0
DIC:N-780

RGB:252,226,194

CMYK:59,79,98,41
DIC:N-763

RGB:91,51,25
CMYK:52,77,82,0
DIC:N-754

RGB:144,82,62

CMYK:16,32,47,0
DIC:N-786

RGB:219,182,138

A B C D

Josiah-brown A Josiah-brown B

Josiah-brown C Josiah-brown D
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